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Ⅰ 研究の概要



【成果】
・学習に取り組む姿勢や，聞き方などを意識して学習できる児童が増えた。
・自分の考えをもったり，進んで話したりする児童が増えた。
・聞き合うことで，学級風土や学習意欲につなげることができた。
・主体的に学ぶ姿が見られるようになった。
・互いに学び合う姿も見られるようになった。

【課題】
・単元を貫く言語活動と１単位時間の課題との関わり（国語科としての教科
の特性）
・必要感のある課題の設定のあり方
・交流のもち方（交流が目的になっていないか，交流の意味，目的）をさら
に意識する
・振り返りの時間の確保と，その生かし方
・深い学びに結び付くような話合いの仕方と，その手立て

Ⅰ 研究の概要

（１）研究主題について

互いに学び合い，深め合う学習集団の育成
～主体的・対話的な学びを通して～
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他者との対話や
協働によって
考えが深まったり
確かなものになっ
たり
変化したり
したことを
＜自覚＞する

１時間の学習過程と子どもたちの姿

意欲 ＜喚起＞

子どもの姿「対話的って？？」（研究部）

「なるほどね。」と相づちを打って聞いている。
「私もそうだったよ。」「～なら分かるよ。けれど…」共感した上で自
分の考えを述べている。

「～さんはどう思ったの？」…意見を引き出そうとしている。
友達の考えを聞いて、首を傾けながら考えている。

（自分自身と対話 → 対話の中で発言はなかなかできない
が、考えをもったり、変容させたりして、振り返りにそれ
を書いている。）

子どもの姿「主体的って？？」（研究部）

出された課題に対して全員が一生懸命取り組んでいる。
自分の考えをもって、本文を何度も読み返したり、別のページ
からも根拠を探そうとしたりしている。

根拠となる情報を本文に付け足している。
個人思考の後、自分の考えを書いた後、「友達はどんな考えな
んだろう？」と、友達の考えが気になる状態になっている。

意欲
＜持続＞

子どもの姿「深まるって？？」（研究部）

「そうだ！さっきね、○○くんが言っていたんだけど…。」 ◆ 前に話していたこととつなげて発言。
 異なる意見を聞いて驚嘆している。「おお！」「すごい！」◆「でもね、私たちの班では…」…新たな視点で話す。
 対話で自分の考えをもったり、さらに考えたいことが生まれたりしたことにより、振り返りのえんぴつの動きが最後まで止まらない。

共有したい
子どもの姿

～って、
こういう
姿だよね

学
習
過
程

児童の
思考変容

主体的な
自力解決

振り返り主体的・対話的な学びに
するための課題・発問

主体的な協働解決
（対話）

見通し

対話的な学びにより
＜更に意欲的＞に

対話的な学びにより
＜新たな見方・考え方＞

を身に付ける
＝ 多様性にふれる・

新しい視点を得る



Ⅰ 研究の概要

（２）目指す子ども像

〇自信をもって学習に取り組む子
〇見通しをもち，目的意識をもって学習に取り組む子
〇互いに関わり合って，自分の学びを見つめ直すこと
ができる子

【研究仮説１】
学習規律を確立し，ユニバーサルデザインの視点から，教室環境を整備
することで，安心して学習に取り組むことができるだろう。

【研究仮説２】
単元を通して，何のために，何をどのように学ぶのかを明確にすること
により，主体的に学習に取り組むことができるだろう。

【研究仮説３】
課題設定や発問を工夫し，論点を明確にした交流場面を設定することで，
互いに関わり合って，自分の学びを見つめ直すことができるだろう。



Ⅱ 研究内容について



Ⅱ 研究内容について

【研究内容１】学習の基盤

学習規律を確立し，ユニバーサルデザインの
視点から，教室環境を整備することで，安心
して学習に取り組むことができるだろう。

◇ 学習規律の確立
◇ 学習の仕方の提示
◇ これまでの学習内容が分かる掲示



◇ 学習規律の確立
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◇ 学習規律の確立



◇ 学習の仕方の提示

◇ これまでの学習内容が分かる掲示



Ⅱ 研究内容について

【研究内容２】単元の指導計画

単元を通して，何のために，何をどのように
学ぶのかを明確にすることにより，主体的に
学習に取り組むことができるだろう。









Ⅱ 研究内容について

【研究内容３】本時の授業展開の工夫

課題設定や発問を工夫し，論点を明確にした
交流場面を設定することで，互いに関わり
合って，自分の学びを見つめ直すことができ
るだろう。
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基本の１単位時間の流れと 授業づくり

Part２ 対話場面の工夫
（交流形態・目的）

□ 交流形態の設定
授業の目的に沿った交流形態を
考え、設定する。

□ 交流の目的の明確化

例
① 課題にみんなで迫る
② 考えを一つに（いくつか

に）絞る・まとめる・生み
出す

③ 自分の考えを広げる

Part２
課題設定・発問づくり

 必要感がある
 条件が明確
 意欲を高める
 意見が出しやすい
 多様な考えが出る
 深まる
 学び合いに耐えうる… 課題・発問

主体的な
自力解決

振り返り主体的・対話的な学びに
するための課題・発問

主体的な協働解決
（対話）

Part４
学びを自覚化
させられる
振り返りの
工夫

□どんな方法で
振り返りさせ
るか。

□どんな視点で
振り返りさせ
るか。

学
習
過
程

Part１子どもの実態把握・ゴールの明確化
□ 単元計画→単元の中での１時間の

位置付けの明確化
□ 学級・学年の子どもたちに１時間で

身に付けさせたい力の明確化（指導事項）

Part 0 （４月からの日常的な取組）

＜対話を生む聞き方＞ の土台づくり

見通し



② 行動表記型 課題

子どもたちが意欲をもち、「対話したくなる」「解決したくなる」課題・発問パターン

⑥自分たちで新たなものを生み出す課題

④ ＜選択＞＜発見＞を促す課題・発問

①単元のゴールに直結している課題

③ ＜対立＞＜葛藤＞を生む課題・発問

⑤ 他者意識・役割意識をもたせる発問

例：「時間」に対する自分の考えを広げよう。（説明文）
（→「自分の考えを書き，卒業文集の１ページに加えよう」というゴールにつながる）

例： 読んでみたいと思ってもらえるような，イチオシのキャッチコピーを選び，
キャッチコピーをよりよくするポイントを見つけよう。→（「自分達のおすすめの本
を紹介し合って，読書の新たなみりょくを見つけよう。」というゴールにつながる）

例：「お父さんがなぜ、花を見つめて去って行ったのか」について話し合い、
考えを書くことができる。 （物語：一つの花）

例：兵十が、ごんを撃った後、一番最初に見たのはどれでしょう？
A ごん B 家の中 C かためて置いてあった栗 （物語：ごんぎつね）

例：１年生に「ウナギの謎を追って」がどんなお話か説明します。
どのように要約したらよいでしょう？ （説明文：ウナギの謎を追って）

例：豆太の気持ちが一番強く伝わってくる一文はどれでしょう？ （物語：モチモチの木）

例：説明文読み取りのポイントを３つ、班でつくり出そう。

最終的な「行動」をゴールとして課題の中
で示すと、
①自分のできていること・できていないこ
と を自覚しやすい・②協働性が上がる
という先行研究があります！

授業検討や１学期の反省の中でも挙げら
れていましたが、やはり、「解決したく
なる」「話したくなる」課題・発問がポ
イントではないかと考えました。

そこで＜対立＞＜葛藤＞が１つのヒント
になればと思います。

これらを発問等に盛り込むと、
「どれだろう？」「みんなはどう考えて
いるんだろう？」「聞きたいな。」とい
う思考が生まれます。「だってさ。」
「でもさ・・・」と根拠をもって交流す
る子どもたちの様子が目に浮かびます。

ポイントは・・・
① 「間接性」を大切にする

ストレートに聞きすぎると、子どもたちの思考は活性化されず、対話も発表会に…。
間接的に問うことも大切です。

②「ちょっと頑張ればできそう！」な課題・発問を作る！

平成３０年 永山小学校研究部

「１つに絞る」「３つに絞る」「ランキン
グをつける」というある種の「しばり」を
課題や発問に盛り込むだけで、思考や対話
が、「拡散から→収束」へ向かい、活性化
します。

「〜に説明する」という他者意識、「〜
だったら」という役割意識をもたせると、
「この人に伝えるならこの表現を分かりや
すく…」というように思考が活性化し、対
話も機能します。

◇ 課題設定・発問の工夫



６年生「時計の時間と心の時間」の授業では・・・

◇ 交流の目的

「時間」に対する自分の考えを広げる。

グループで「おもしろいところベスト３」を決める。

３年生「三年とうげ」の授業では・・・

２年生「スイミー」の授業では・・・

スイミーの気持ちに対する考えを交流し、
自分と同じところ・違うところを見付ける。

グループで，
「みんなにおすすめしたキャッチコピー」を決める。

５年生「本は友だち」の授業では・・・

２年生「ともこさんはどこかな」の授業では・・・

グループで，「まいごの子をさがすために
聞きたいことベスト３」を決める。

グループで，「問い」と「答え」をさがす。

１年生「くちばし」の授業では・・・



◇ 振り返りの工夫



◇ 振り返りの工夫



◇ 振り返りの工夫



ご静聴，ありがとうございました。

後援：「旭川教育の日」推進協議会

平成３０年度 旭川市立永山小学校 公開研究会


